
事前準備

Java（OpenJDK）のインストール

https://jdk.java.net/12/

Windowsの人はここからダウンロード

Macの人はここからダウンロード

https://jdk.java.net/12/


事前準備（Windows）

ファイルを解凍して、好きな場所に配備

↑のイメージは、C:¥Program Files¥Java



事前準備（Windows）

パスの設定

コントロールパネルを開く
「システムとセキュリティ」をクリック



事前準備（Windows）

パスの設定

「システム」をクリック

「設定の変更」をクリック



事前準備（Windows）

パスの設定

「環境変数」をクリック

「Path」を選択して、「編集」をクリック
「Path」がなければ、「新規」をクリック

「詳細設定」をクリック



事前準備（Windows）

パスの設定
Java関連の項目がなさそうであれば、
「新規」をクリック

***¥java¥javapath

***¥java¥***¥bin
のようなものがあれば、
選択して右の「編集」をクリック

先ほどダウンロードして配置したフォルダの場所を
設定
※binフォルダを指定

※コマンドプロンプトを起動している場合は再起動



事前準備（Windows）

コマンドプロンプトで「java -version」と打って、
Javaのバージョンが確認できればOK



https://qiita.com/ponsuke0531/items/795cd00d93b71c14d07b

こちらを参考に下記を実施

事前準備（Mac / Linux）

$ /System/Library/Frameworks/JavaVM.framework/Versions/A/Commands/java_home -V

Javaが存在することを確認

https://qiita.com/ponsuke0531/items/795cd00d93b71c14d07b


/Users/mac/に移動して、.bashrcを編集

事前準備（Mac / Linux）

$ cd /Users/mac/

$ sudo vi .bashrc

Viコマンドでファイルを編集して保存

$ source ~/.bashrc

.bashrcを再読込



$ java -version

事前準備（Mac / Linux）

「java -version」と打って、
Javaのバージョンが確認できればOK



事前準備

https://github.com/if-matsumoto/java-lecture

ダウンロードを実行
ダウンロードしたファイルを解凍して、
任意の場所に移動

Gitが使える人は、任意のディレクトリで

git clone https://github.com/if-matsumoto/java-lecture

を実行

どちらかを実行

https://github.com/if-matsumoto/java-lecture
https://github.com/if-matsumoto/java-lecture


事前準備

「Hello World」と出力されれば事前準備は完了

> cd C:¥work¥java-lecture

> javac -encoding UTF-8 -sourcepath src -cp lib/* -d bin src¥jp¥co¥interfactory¥lecture¥HelloWorld.java

> java -cp bin;lib/* jp.co.interfactory.lecture.HelloWorld

Windows
java-lectureを置いたフォルダを指定

$ cd C:¥work¥java-lecture

$ javac -encoding UTF-8 -sourcepath src -cp lib/* -d bin src/jp/co/interfactory/lecture/HelloWorld.java

$ java -cp bin:lib/* jp.co.interfactory.lecture.HelloWorld

Mac / Linux

Javacコマンド：javaファイルをclassファイルにコンパイル

Javaコマンド：プログラムの実行


